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令和４年第１回七飯町総合教育会議 

令和 ４ 年 ５ 月１９日（木曜日）午後２時５５開会 

                                  

○議事 

協議事項 

（１）令和４年度七飯町教育行政方針について 

                                      

○出席委員（６名） 

町  長  杉 原   太    教 育 長  與 田 敏 樹 

教育委員  山 川 俊 郎    教育委員  加屋本   旬 

教育委員  信 夫 恵美子    教育委員  菅 沼 由 美 

                                                                       

○本会議の書記・説明員 

   事務局・説明員  中 村 雄 司（総務部総務財政課長） 

   事務局・説明員  佐 藤 恵美子（総務部総務財政課総務係長） 

   事務局・書 記  岩 井   元（総務部総務財政課総務係主査） 

説  明  員  伍 楼   司（教育委員会学校教育課長） 

説  明  員  竹 内 圭 介（教育委員会生涯教育課長） 

説  明  員  髙 橋 雅 貴（教育委員会スポーツ振興課長） 

説  明  員  川 崎 恵 子（教育委員会学校給食センター長） 

説  明  員  三 浦 啓 輔（教育委員会学校教育課庶務係長） 

                                      

○会議運営要項第９条の規定により指名された議事録署名委員 

教 育 委 員  菅 沼 由 美 
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午後２時５５分 開会 

                    

１ 開会 

                                       

●事務局（総務財政課長） 

それでは、時間が早いですけども、予定

されていた傍聴人の方がいらっしゃってお

りますので、令和４年第１回七飯町総合教

育会議を開会いたします。私、総務部総務

財政課長の中村と申しますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

着席にて、進行をさせて頂きます。 

会議は原則公開でありますが、案件によ

っては、非公開とする場合もあります。 

傍聴者の方におかれましては、配布いた

しました「教育委員会傍聴人規則」に準じ、

第４条に規定してあります行為をしてはな

らないとなっておりますので、ご理解ご協

力をお願いします。 

また、会議終了後には議事録を作成し、

公表することに努めなければならないこと

から、この会議を招集いたしました町長と、

この会議で指名いたしました署名委員の署

名をいただいたのち、公表することにした

いと思います。 

                                       

２ 町長挨拶 

                                       

●事務局（総務財政課長） 

それでは次第に従いまして、町長よりご

挨拶をお願いいたします。 

●町長 

本日は、令和４年第１回七飯町総合教育

会議をご案内させていただきましたところ、

ご出席を賜り厚くお礼申し上げます。 

この度、町民の皆様のご支持を受け、新

たに町政を担うことになりました。「町民の

声を生かして創る七飯町」を築くため、職

員の先頭に立って全身全霊をかけ職務を遂

行する決意でございます。 

総合教育会議においては、教育振興にか

かる基本的な方針、大綱を策定すること、

また、重点的あるいは、緊急の場合に講ず

るべき施策について協議・調整する場でご

ざいます。行き届かないところもあるかと

存じますけれども、ご指導を賜りますよう

よろしくお願いします。 

この度の選挙を通じて、町民の皆様から

いくつかのご意見、ご要望等も賜ったとこ

ろでございますが、これまで、豊かな人間

性と創造性を備え、社会の発展に貢献する

人間性を育み、家庭や地域、関係機関が一

体となった教育の推進は、委員の皆様のご

理解、ご協力の賜物であると思い、あらた

めて感謝申し上げる次第でございます。誠

にありがとうございます。 

 さて、令和４年第２回七飯町議会定例

会が６月１３日から行われる予定でござい

まして、令和４年度の七飯町施政方針及び

七飯町教育行政方針を述べさせていただく

こととなっております。 

本日は、「令和４年度七飯町教育行政方針」

を協議事項とさせていただきます。 

つきましては、この会議の場で、総合的

な見解に基づき、委員の皆様のご意見を賜

りながら協議をさせていただきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

以上、簡単ではありますが、挨拶とさせ

ていただきます。よろしくお願いします。 

●事務局（総務財政課長） 

 会議の進行につきましては、七飯町総合
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教育会議運営要項第４条の規定に基づき、

町長が議長となりますので、よろしくお願

いいたします。 

                                       

３ 議事録署名委員の決定 

                                       

●町長 

それでは、早速ではございますが、次第

３になります議事録署名委員の決定につい

てお諮りしたいと思います。 

今回は菅沼委員にお願いをしたいと思い

ますけれどもいかがでしょうか。 

（委員より「異議なし」の声あり） 

 それでは、菅沼委員宜しくお願いいたし

ます。 

                                       

４ 議題 協議事項 

（１）令和４年度七飯町教育行政方針について 

                                       

●町長 

 続きまして、本日お諮りする次第４の「協

議事項（１）」令和４年度七飯町教育行政方

針の案について事務局より説明をお願いし

ます。 

●事務局（学校教育課長）  

 学校教育課長の伍楼でございます。それ

では、私の方から座って説明させていただ

きます。 

協議事項（１）「令和４年度七飯町教育行

政方針」について、提案説明を申し上げま

す。 

 七飯町教育行政方針は、令和３年から７

年度までを計画期間とし、第三次七飯町教

育振興基本計画を基に、具体的な考え方の

概要を示したものでございます。教育に関

わる根幹的な事項は継続して、前年度の方

針を踏襲し、既に実施された事業や開始し

た事業については削除し、新たな事業につ

いては追記をし、併せて文言の整理を行っ

ております。 

 それでは、「教育行政方針」（案）を読み

上げまして提案をいたします。１ページを

ご覧いただきたいと思います。 

Ⅰ はじめに 

 令和４年第２回七飯町議会定例会の開会

にあたり、本年度の七飯町教育行政方針の

概要について申し上げます。 

 今年も、教育大綱として策定した教育振

興基本計画に基づき教育行政を推進してま

いります。 

学校教育にあっては、すべての子どもた

ちに夢をもつことの大切さを育む教育を、

さらにその夢を実現できる力を身に付けさ

せる教育を目指します。 

 生涯教育にあっては、「夢があるからこそ

人は努力する、夢をもつことが今を楽しく

生きるための第一歩である」を基本に、年

齢に関わらず夢と希望を抱き続けられる教

育を推進します。 

また、地元卒業生の入学者数の拡大、定

員確保を図るため、行政担当部局と連携し

ながら七飯高校の魅力化アップについて検

討を始めます。 

一方、大変厳しい財政状況の中、事務事

業の見直しは必須の課題です。子どもたち

や町民への影響に配慮しながら、見直しを

行ってまいります。 

Ⅱ 教育基本方針 

 教育は、豊かな人間性と創造性を備え、

社会の発展に貢献する人間を育成するとい

う「人づくり」の使命を担うものでありま

す。 
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新型コロナウイルス感染症対策を行いな

がら、本年度も学校教育の充実をはじめ、

生涯学習の推進や生涯スポーツの振興、地

域色豊かな伝統・文化の継承や文化財の保

護などの施策を実施してまいります。 

Ⅲ 令和４年度の主要施策 

 令和４年度において、七飯町教育委員会

が教育振興基本計画に基づき取り組む主な

施策について申し上げます。 

第１ 開かれた教育行政の推進 

 町民の信頼に応える教育行政を推進する

ため、七飯町総合教育会議との連携や教育

委員会議の公開、情報発信、教育行政方針

の点検・評価及び公表を行い、地域に根差

し開かれた教育委員会を目指します。 

第２ 幼児教育の充実 

 幼児期の教育は、能力開発、身体育成、

人格形成、情操と道徳心の涵養にとって極

めて大切な時期であり、子どもたちの生涯

にわたる資質・能力の向上に寄与するもの

であります。教職員の資質向上はもとより、

家庭から幼児教育施設、幼児教育施設から

小学校への円滑な移行、家庭や地域、関係

機関が一体となった幼児教育の推進に努め

てまいります。 

第３ 学校教育の充実 

 感染症の状況を見極めながら新しい常態、

いわゆる「ニューノーマル」な教育を実現

するため、全児童生徒に配布されたタブレ

ット端末の有効活用や、持続可能な特別活

動として見直しを図った学校行事等の定着

を目指します。 

（１）学校経営の充実 

 学校評価等を生かし、校長のリーダーシ

ップのもと教育課題解決のため、全教職員

の創意が発揮できる協働体制の確立に努め

ます。渡島教育研究所や七飯町教育研究所

と連携し、教職員の資質向上や学校経営の

改善等に努めます。 

働き方改革を進め、教職員にとって働き

甲斐のある学校を目指すには、地域や保護

者の理解と協力が不可欠です。中学校区単

位でのコミュニティ・スクールと地域学校

協働活動の一体的な取組を推進します。併

せて教職員の勤務実態について理解を深め

てもらうため、時間外在校等時間を公表し

ます。 

（２）基礎・基本の確実な定着に向けた指

導の充実 

児童生徒の育ちと９年間の学びの連続性

を大切にしながら、各学校の重点教育目標

達成に向けた特色ある教育課程を編成・実

施するとともに、本年度も学習支援員を配

置し、習熟度に応じたきめ細かな学習指導

を行い、全ての児童生徒に基礎・基本の確

実な定着と活用する力を育て、誰一人取り

残さない教育を目指します。 

 また、学力向上には、家庭での学習習慣

の確立が不可欠なため、引き続き各家庭に

リーフレット「七飯町家庭学習の手引き」

の積極的な活用を促します。 

（３）道徳教育の充実 

実社会や実生活との関わりを考える中で、

命を大切にする心や規範意識を育成します。 

また、ボランティア活動や体験的な活動

を推進し、自発的な福祉活動や地域に根差

した活動を通して豊かな人間性を育てます。 

（４）いじめ対策等の充実 

「いじめ」は絶対に許されないことです。

一方、学校に携わるすべての関係者が、「い

じめはどの子どもにも、どの学校でも起こ

り得る」という意識を常に持ち続け、「七飯
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町いじめ防止基本方針」のもと、いじめの

未然防止、早期発見に努めます。 

万が一いじめが発生した時には、いじめ

を受けた児童生徒の対応に万全を期すとと

もに、いじめを行った児童生徒には毅然と

した指導を行い、いじめを受けた児童生徒

の立場に立った解決を図ります。 

本年度も７月を「いじめ根絶月間」と定

め、児童生徒から標語を募集し、いじめ防

止等に関する啓発を行います。 

 また、児童生徒に対する虐待の早期発見、

早期対応を図るため、関係機関との連携を

一層深めます。 

（５）生徒指導の充実 

 不登校対策等については、学校教育指導

主事、教育支援センター「レインボー」指

導員等が一体となって学校と連携を図り、

「レインボー」への通級や各中学校に配置

しているスクールカウンセラーの活用など、

総合的なサポート体制の充実を図ります。 

また、家庭環境等に課題がある場合は、

町長部局と連携をとり対応します。 

 校外生活における児童生徒の安全安心を

確保するため、「七飯町生徒指導推進連絡協

議会」の活動を支援するほか、定期巡回や

子ども１１０番の家の拡充等に努めます。 

（６）学校体育と学校保健指導の充実 

 七飯町の児童生徒の体力・運動能力は、

低い傾向にあり、引き続き生活習慣の改善

と併せて、学校体育の充実、生涯スポーツ

の基礎づくりを進め、健康な身体づくりを

推進します。 

また、心の教育、性教育、食育、がん教

育等の推進を図り、児童生徒の健康意識の

向上に努めます。 

（７）特別支援教育の充実 

 特別支援教育支援員を引き続き各学校に

配置し、児童生徒一人一人の個性や発達段

階に応じ、一貫した特別支援教育の充実を

図ります。また、幼稚園等や町立学校にお

ける校種間の円滑な連携・接続のため、教

育支援委員会で適正就学に向けた相談・指

導の充実を図ります。 

（８）環境教育の充実 

 七飯町は、ラムサール条約登録湿地のあ

る大沼国定公園や赤松街道など豊かな自然

環境に恵まれていることから、それぞれの

地域の特性等を踏まえた環境教育の充実を

図ります。 

（９）国際理解教育の充実 

 国際社会の一員として信頼され活躍する

人材を育成するため、異文化理解に必要な

交流活動等への積極的な参加を推進します。 

 また、語学教育ではチームティーチング

による英語教育の充実を図ります。 

さらに、小中高等学校の教職員で組織す

る「七飯町小中高英語教育連携協議会」を

継続して支援し、小学校外国語活動・外国

語科の充実や中高連携の強化を図ります。 

（10）防災・安全対策の充実 

 施設、設備、通学路の安全点検等、教職

員全体で安全な学校づくりに継続的に取り

組むとともに、昨年度の通学路点検により

対策が必要とされた箇所の注意喚起看板の

設置等を進めます。 

突発的に発生する事件・事故・自然災害

等に対処するため「危機管理共通マニュア

ル」を常に見直すとともに、実践的な防災・

安全対策を推進します。 

 さらに、地域における見守り活動、子ど

も１１０番の家、不審者情報ネットワーク、

コミュニティ・スクール等を活用し、地域
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ぐるみで児童生徒の安全確保を図ります。 

（11）食育の推進 

児童生徒が食の大切さを学び、望ましい

食習慣を身に付けることができるよう食育

を計画的に推進します。ふるさと教育や地

域経済の活性化を図るうえからも、町費に

よる地元産食材を使用した安全安心な給食

を推進します。 

給食費については、徴収率の向上を図り、

学校給食費会計の安定化を図ります。 

また、最近の物価上昇に対応するために

は、給食費の値上げも検討せざるを得ない

状況にありますが、コロナ禍における厳し

い経済環境を鑑み、町費による補てんで対

応することとします。 

（12）教育環境の整備・充実 

① 教育施設の整備について 

教育施設の安全性、快適性の確保のた

め、学校と連携を密にし、早い段階での

維持補修に努め、長寿命化を図ります。 

② 学校備品の整備・充実 

学習環境の整備充実を図るため、本年

度も計画的に教材備品、情報機器の整備

を推進します。 

③ 奨学金の利用促進 

七飯町育英基金等を活用して就学し、

卒業後、七飯町に居住し町内事業所等へ

就職した方に対して、奨学金等の返還を

支援するため、「奨学金等返還支援事業

（仮称）」を創設します。 

④ 学校事務職員の共同事務室化につい

て 

  学校事務職員の業務の効率化を図るた

め、共同事務室化を進めます。 

⑤ 小中学校図書室の地域への開放につ

いて 

 「地域とともにある学校」を目指し、

七重小学校で進めている学校図書室の地

域開放を推進するとともに、他の学校で

の実施について検討します。 

 ⑥ 生理用品の配置について 

  昨年度途中から実施した生理用品の学

校への配置について、本年度から継続的

に実施することとします。 

第４ 生涯学習の推進 

コロナ禍にあっても感染症の状況を見極

めながら、町民の学びを保障するため、こ

の２年間で実践してきた感染症対策を、よ

り発展・充実させ持続可能な生涯学習環境

の創出を目指します。 

 第４次七飯町社会教育中期計画（令和３

年度～令和７年度）に基づき、引き続き町

民一人一人が地域の自然や歴史・文化に親

しみながら、生涯にわたり学び続けること

のできる生涯学習推進体制を確立します。 

併せて、子どもたちの健やかな成長のた

めに、家庭や地域が一体となって健全育成

に取り組むことができるよう、地域の教育

力の向上に努めます。 

また、郷土の発展に欠かせない文化意識

の向上と文化財の保護・活用など、文化施

策を積極的に推進します。 

（１）生涯学習 

成人年齢が１８歳に引き下げられたこと

から、昨年度まで成人式として行っていた

新成人を祝う式典は、名称を「二十歳を祝

う会（仮称）」に改め、引き続き２０歳に到

達した町民等を祝う式典として実施します。 

昨年度は、成人式以外の多くの文化的事

業が中止となりましたが、感染症の状況を

見極め持続可能な開催方法を検討します。 

昨年度途中から実施した生理用品のトイ
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レ等への配置について、本年度から継続的

に実施します。 

 老朽化が目立つ社会教育施設については、

生涯学習の推進と利用者の安全を確保する

うえからも計画的な改修と効率的な整備を

図ります。 

 また、図書館については、第５次七飯町

総合計画に基づき、施設整備について検討

を進めてまいります。老人大学については、

本年度参加者が増加しており、周知活動な

どの成果が見えつつありますが、さらに高

齢者が生き甲斐をもって参加したいと思え

る老人大学を目指し、老人大学自治会と連

携しニーズに合わせた講座内容等について

検討します。 

（２）青少年の健全育成 

 七飯町が、力強く発展していくためには

青少年の健全育成が不可欠です。体験・交

流活動、社会活動等への参加を促し、郷土

を愛し、明日の七飯町を担う心豊かで、心

身ともにたくましい青少年を育成します。 

 また、子どもの安全安心な居場所づくり、

健全育成を推進するため、子ども会活動や

ＰＴＡ活動の支援、子どもの社会性や人間

性を育むための文化体験など青少年育成事

業を推進します。 

（３）家庭と地域の教育力の向上 

 家庭教育は、子どもの基本的な生活能力、

豊かな情操、他人に対する思いやりや善悪

の判断などを身に付けるうえで大変重要な

役割を果たします。 

 家庭、地域、学校の連携を強化し、子育

て環境を充実するとともに、コミュニテ

ィ・スクールと地域学校協働活動の一体的

な取組を推進し、子どもの健全育成を目指

します。 

（４）文化・芸術の振興 

芸術文化、生活文化、伝統文化など各分

野の振興を図るため、各種文化芸術団体等

への支援を通じて創作活動を奨励します。

また、文化芸術活動に対する助成制度など

を活用し、幅広く町民を対象とした芸術鑑

賞の拡充や提供に努めます。特に、子ども

の頃から質の高い文化芸術に親しむことは

情操豊かな心を育むためにも必要なことか

ら、本年度は劇団四季による「こころの劇

場」鑑賞会をリモートにより小学校高学年

を対象に開催します。 

（５）文化財の保護・管理の推進 

 文化財は、風土や自然、そして、そこに

住む人々の営みの中で育まれ、長い歴史の

中で守り伝えられてきた町民の貴重な財産

です。保存整備と積極的な活用を図ります。 

 埋蔵文化財のほか民俗資料の展示施設と

して位置づけている七飯町歴史館において、

体制の充実を図るとともに多角的な視点か

らの企画展、講座等を開催し、地域の歴史

や文化に触れる機会を提供します。 

（６）生涯スポーツの推進 

 いつでも、どこでも、だれもが気軽にス

ポーツに親しみ、楽しめるよう環境整備に

努めます。 

 老朽化が目立つ七飯町スポーツセンター

及び町民プールについては、今後の改築に

向け関係者と新体育施設に求められる役割

や主な施設機能などを検討してまいります。 

 東大沼多目的グラウンド（トルナーレ）

については、作業用スポーツトラクターを

更新し、施設整備充実を図ります。 

また、子どもたちのスポーツ離れを防止

し、体力向上を目指すため、初心者向けス

ポーツ教室や競技会などを開催し、運動の
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習慣化を図ります。プロチームや実業団の

スポーツ合宿誘致を積極的に進めるととも

に、チームや選手によるスポーツ教室の開

催など、スポーツへの興味関心を高めます。 

Ⅳ むすび 

 以上、令和４年度の教育行政方針につい

て申し上げました。 

 無限の可能性を秘めた七飯町の子どもた

ちは、郷土の明日を担うかけがえのない存

在です。 

 七飯町教育委員会としては、厳しい財政

状況にあっても知恵と工夫と創造で、子ど

もたちが夢に向かって邁進し、健やかに成

長できるよう教育環境の充実に努めてまい

ります。 

 また、町民一人一人が夢と希望をもって

健康で活き活きとした人生を送ることがで

きるよう、文化に親しみスポーツを楽しむ

ための生涯学習の環境づくりに取り組んで

まいります。 

 コロナ禍にあっても感染症の状況を見極

めながら、各種事業を継続して実施してい

くことを重点に取り組んでまいります。 

七飯町議会の皆様並びに町民の皆様のご

理解とご協力を心からお願い申し上げ、新

年度の教育行政方針といたします。 

以上、読み上げまして提案といたします。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

●町長 

ただいまの事務局の説明に対しまして、

各委員からご意見、ご質問はございますか。 

●加屋本委員 

 令和４年度の七飯町教育行政方針の策定

にあたって２点意見を申し述べさせていた

だきたいと思います。なお、この行政方針

については私達、教育委員も数回にわたり

参加しながら、様々な精査をして出来上が

ったものなので内容的には理解、了解した

いなと思います。 

 １点目ですが、教育行政方針の全般的な

運用についての意見です。 

 教育行政方針は学校教育や生涯教育の目

指す大きな指針です。ですから、その具体

的活動内容等を事細かに記載できません。

特にここ数年の七飯町の教育行政方針は、

実施出来たもの出来なかったもの等をきち

んと評価し、削除と追加を明確にし、策定

されていて非常にコンパクトに読みやすく、

理解しやすいようになっています。このこ

とは大いに良き評価をすべきものだと思い

ます。 

 ですから、この方針に基づき運用する教

育委員会学校教育課の職員、各学校の校長

始め教職員の方々、生涯教育課の職員等に

ついてはこの方針の行間にある意図を丁寧

に読み取り・考え・具体的に企画し実施し

ていく事が肝要かと思います。 

特に学校教育課は校長・教頭と連携し

様々な場を通じて、方針の意図を周知して

実行する働きかけをお願いしたいと思いま

す。私たち教育委員もできるかぎりのバッ

クアップをしたいと考えております。 

二つ目の意見です。この方針のトップに

ある「夢」という言葉なんですけども、今

年度の教育行政方針のキーワードとも言え

るような言葉なんじゃないかなと思います。

夢の持てる子・持てない子、夢のある大人・

ない大人、町民一人一人が「夢」を持つと

いうことは、町長の施政方針の実現から見

ても、重視される課題かと思います。 

「夢を持つことの重要性」「夢がない人の
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特徴」「夢の見つけ方」「夢の実現の仕方」

等、具体的事例や具体的な指導法等をそれ

ぞれの場で学びとって、「夢を持つこと・夢

を実現できること」を普及させていただき

たいし、また、指導していただきたいと願

っております。 

少々抽象的ですが、意見として二点述べ

させていただきました。あとの細かな点に

つきましては、担当部署で検討して活かし

ていただければなと思います。 

以上です。 

●町長 

 ありがとうございました。二点ご意見を

賜りましたが、事務局はどうお考えですか。 

●事務局（学校教育課長） 

 仰っていただいた点につきましては、事

務局といたしましても、心に秘めて今年度

やってまいりたいと思います。 

●町長 

それではどなたかご意見、ご質問ござい

ませんか。 

●菅沼委員 

 ９頁の（１）生涯学習の「昨年度途中か

ら実施した生理用品のトイレ等への配置」

と８頁の「⑥生理用品の配置について」は

重複しているのでしょうか。 

●事務局（学校教育課長） 

 ８頁につきましては、学校教育における

方針となっておりますので学校段階での配

置ということでございます。９頁につきま

しては、生涯学習における方針となります

ので、生涯教育施設での配置ということで

それぞれ記載をさせていただいております。 

●菅沼委員 

 わかりました。ありがとうございます。 

●信夫委員 

 私は「夢」について、自分の意見を述べ

させていただきたいと思います。 

最近、「夢を持ちにくい社会になった」と

か、「夢を持てない若者が増えている」とか、

更には『大人が子供に「夢を持ちなさい」

と言うのは、ドリーム・ハラスメントだ』

とかそういう人もいます。 

でも、私はやっぱり「夢を持つ」、「夢を

育む」のは非常に大切なことだと思ってい

ます。なぜなら、大海原を船で航行すると

きに羅針盤が必要なように、夢は人生の羅

針盤になるものだと考えています。 

とても昔の話で恐縮なんですけども、私

が中学校に勤めていたときに、同じ校区の

小学校に授業を見に行く機会がありました。 

小学校低学年の授業だったと思うのですけ

ど、「将来何になる？」というそんな内容の

授業でした。子供の一人が勢いよく手を挙

げて、「先生、僕ウルトラマンになるの」と

言ったんです。そしたら先生は、「何でそう

思ったの？」と聞いたら、「ウルトラマンは

悪い人やっつけるでしょ。」って、先生は、

「そっか、○○君は悪い人をやっつける正

義の人になりたいんだね、すごいね。」と返

したんです。私は先生をすごいと思ったと

同時に、子供の夢の背景にあるものを私た

ちが読み取って、そして、意識付けしてあ

げる、応援してあげる、それが教育なんだ

なと、大事だなと思いました。職業と結び

つけることも必要なんですけども、それと

同時にその職業を通して、子供あるいは若

者が、どういう人間になりたいのか、どう

いう価値観を持ちたいのか、どういう生き

方をしたいのか、自分らしい生き方とはな

んなのか、そういうものを支えていくのが

教育かなと思っています。 
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夢を持てない子供が当たり前のようにい

るのであれば、それは教育、社会の貧困で

あり、私たち大人の責任かなと思っていま

す。非常に厳しい経済状況とは聞いており

ますけども、「子供の夢を育む」というのは 

将来の、未来の七飯町をつくると思ってお

りますので、いろいろご苦労されていると

は思いますけどもハードとソフトの両面で、

教育施設、環境の充実を図るのは大切だと

思っております。可能な限りお願いしたい

なと思います。 

 以上です。 

●町長 

 ありがとうございます。私も議長という

立場ではございますけども、加屋本委員と

信夫委員がお話しされた「夢」なんですけ

ども、「夢は人生の羅針盤、道しるべのよう

なもの、向かっていくための目標」という

言葉に非常に感銘を受けました。私はこれ

から町政を担っていく身分で、今日の教育

総合会議でのお話を今一度、心の中に秘め

てまちづくりを進めていきたいと思います。 

 事務局からは何かありますか。 

●事務局（学校教育課長） 

 大人も含めて、夢を持てるようにこの教

育行政方針を進めてまいりたいということ

でございます。 

●町長 

 その他、委員さんでご意見、ご質問等ご

ざいませんか。 

●山川委員 

 今年の教育行政方針については、十分に

教育委員会の方でも議論を重ねる時間もあ

りましたので、このままぜひ様々な取組を

していってほしいなと思います。 

 今年は特に子供たちに夢を持たせてあげ

たいし、それが実現するために後押しをし

てあげたい、それに関して私もぜひそうい

う方向でいってほしいなと思います。 

 そういった中で、教育委員会で出来るこ

と、あるいは行政でできること、いろいろ

あると思いますが、その夢が実現していく

ためには財政的な、現実的には貧困問題っ

ていうのも依然として存在していて、夢が

あるんだけど果たせない、途中で諦めざる

を得ない、本当に辛い、悲しい話だと思い

ます。 

 今年は新たな取組として奨学金制度の充

実、利用促進ということで打ち出されてお

りまして、現実的にはそれを更に進めたも

のも必要なんじゃないかなと。これはこれ

として充実させていただきたいけども、一

歩先を行くような、行政として財政支援も

実現していただきたいなと思っております。 

 もう一つ少し心配なのは、誰一人取り残

さないために教育委員会の皆さんも頑張っ

ておられると思いますが、このコロナ禍に

おいて、学校現場において２年間の間に

様々な難しい状況がありました。休校せざ

るを得ないとか。そういう状況下であって

も、七飯町の教育委員会の皆さんはほんと

によくやってくれているなと思います。各

学校の状況に合った最大限のことを取り組

んでもらえるような後押しをしてきました

ので。そういった中であっても、コロナ禍

がない状況で学習した時とこの２年間学ん

だ子供たちの学力ギャップと言っていいの

か、そういったものもちょっと心配になる。

ですから、これはこういう取組をする一方

で、そういったものがあるのかないのか、

あったらそれをどうフォローしてやるのか。 

将来子供たちがまた活躍できるような後押
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しをきちんとしてあげたい思いもあります。 

それも大事な取組になっていくかなという

気がしています。 

 大変な混沌とした社会状況、世界状況の

中で、道徳教育で人をいじめちゃいけない

とか、人を傷つけちゃいけないとかそうい

ったことを、現場の先生たちがどう指導し

ていくべきなのかという難しさはあると個

人的には思います。 

もう一つ言えることはネガティブなこと

が多い世の中ですけど、裏返して言えば、

「困難は人を強くする」と言われています

よね。この百年に一度と言われる困難な時

代を生き抜いた子供たちは、きっと強いた

くましい大人に成長していくんだろうなと、

期待しています。 

 以上です。 

●町長 

 いま、貴重なお話もありましたけども、

事務局何かありますか。 

●事務局（学校教育課長） 

 ２点程いただきまして、まず、奨学金の

関係については、私どもの方で今、考えて

いるものを進めさせていただいて、その先

につきましては、色々な方からご意見いた

だきまして検討してまいりたいと思います。 

 また、コロナ禍においての学習につきま

しては、各学校での学習にタブレット等が

導入されまして、昔のやり方と大きく違っ

て、学習の内容の過渡期といいますか、転

換期に入るところでございます。コロナ禍

であっても継続的な学習ができるようにと

いうことで、学校現場の方でも努力してい

るところでございますし、また、足りない

部分に関しましては財政部門と協議しなが

ら、学習を止めないように持続的に学習し、

夢を叶えられるような環境をつくる、とい

う風にしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

●町長 

 他になにかありますでしょうか。よろし

いでしょうか。 

●各委員 

 ございません。 

●町長 

 それでは「協議事項（１）」の令和４年度

七飯町教育行政方針については、皆様から

のご了承を賜ったものとし、審議を終了さ

せていただきます。 

 それでは、次第５になりますけども、そ

の他として委員の皆様から何かございます

か。 

●各委員 

 ございません。 

●町長 

それでは、事務局から何かございますか。 

●事務局（学校教育課長） 

 ありません。 

●町長 

 それでは、ほかにないようですので、こ

れを持ちまして議事の進行を終わらせてい

ただきます。 

 また、コロナの関係で小学校低学年のみ

なさんはマスクをしての学校生活しか送っ

ていないということで、コロナの終息を願

いながら、学校教育、社会教育も含めて、

教育の大事な部分の責任を行政として果た

していきたいと思っておりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 委員の皆様には心から感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

●各委員 
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 ありがとうございました。 

                    

５ 閉会 

                                       

●事務局（総務財政課長） 

  町長議事進行、大変お疲れ様でした。 

 これをもちまして、令和４年第１回七飯

町総合教育会議を終了いたします。 

大変、お疲れ様でした。 

 

午後３時３７分閉会 
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以上会議の顛末を記録しその相違ないことを証するため、ここに 

署名する。 
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